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資料１ 地域公共交通計画の概要 

１．１ 計画の背景と目的  

町田市では、これまで「町田市都市づくりのマスタープラン」に基づき、鉄道や路線

バスをはじめとする公共交通を、市民生活や都市活動を支える重要な基盤として位置付

け、その維持・充実および利便性向上に向けた取組を進めてきました。あわせて、公共

交通を軸とした移動環境の整備により、日常生活の利便性向上や都市機能の維持・強化

を図るとともに、持続可能な都市構造の形成に向けた施策を推進してきました。 

一方で、近年は全国的に公共交通を取り巻く環境が大きく変化しており、人口減少や

利用者の減少、さらには運転士不足などを背景として、公共交通の維持・確保が困難と

なる状況が顕在化しています。このような状況を踏まえ、国は２０２０年に「地域公共

交通の活性化及び再生に関する法律」を改正し、地域にとって望ましい公共交通の将来

像を示すマスタープランとして「地域公共交通計画」の策定を自治体の努力義務としま

した。これにより、自治体が中心となり、交通事業者や地域住民など多様な関係者と連

携しながら、地域の実情に応じた持続可能な交通体系の構築を図ることが求められてい

ます。 

また、国は、都市機能や居住を一定の区域に集約し、それらを公共交通ネットワーク

で結ぶ「コンパクト・プラス・ネットワーク」の実現を推進しており、そのためには、

立地適正化計画と地域公共交通計画を一体的に策定し、相互に連携させることが重要と

されています。町田市においても、２０２２年３月に「町田市都市づくりのマスタープ

ラン」を策定し、さらに２０２６年３月には、持続可能な都市構造の形成に向けて、居

住誘導区域や都市機能誘導区域等を示す「町田市立地適正化計画」を策定しました。 

このような背景のもと、町田市においては、高齢化の進展に伴い移動に配慮を要する

市民が増加しているほか、郊外部を中心に日常生活に必要な移動手段の確保が課題とな

っています。今後も安心して暮らし続けられるまちを実現するためには、公共交通の役

割は一層重要となります。 

町田市地域公共交通計画（以下、本計画）は、これらの社会情勢や法改正の趣旨、並

びに「町田市都市づくりのマスタープラン」及び「町田市立地適正化計画」との整合を

図りながら、将来にわたって安心して利用できる持続可能な交通環境の実現を目的とし

て策定するものです。具体的には、交通の将来像や目標を明確にするとともに、市内の

交通課題の解決に向けた具体的な施策、評価指標及び推進体制を定め、市民・交通事業

者・行政が連携・協働して取組を推進していくための指針とします。 

 

  



 

2 

 

１．２ 計画体系 

本計画は、「「地域公共交通の活性化及び再生に関する法律」第５条に基づく「地域公共交

通計画」として策定します。 

「まちだ未来づくりビジョン２０４０」及び「町田市都市づくりのマスタープラン」を

市の上位計画とし、その他、国の関係法令（交通政策基本法・地域公共交通の活性化及び

再生に関する法律）や計画（第２次交通政策基本計画）、都の計画（東京における地域公共

交通の基本方針）、市の関連計画との整合を図ります。 

計画区域は「町田市全域」とし、計画期間は２０２７年度から２０３１年度の５年間と

します。 

 

 

 

図 1-1 町田市地域公共交通計画の計画体系図 
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１．３ 上位・関連計画 

(1) 町田市都市づくりのマスタープラン【２０２２年３月策定】 

町田市は、２０２２年３月に「町田市都市づくりのマスタープラン」を策定し、これま

での「都市計画マスタープラン」「交通マスタープラン」「緑の基本計画」「住宅マスタープ

ラン」を統合したうえで、２０４０年を見据えた都市づくりの基本方針を示しました。 

「町田市都市づくりのマスタープラン」では、将来ビジョンの実現に向けた方針編（計

画期間：～２０３１年度）を位置付けており、その中で「交通」分野に関する基本方針「「日日

常的な移動を多様な担い手・手段で支え、移動しやすい持続可能な交通環境をつくること』

を目指す」や取組の考え方を整理しました。 

さらに、交通分野では、３つの施策を掲げ、これらを通じて市内の持続可能な交通環境

の実現を目指す内容としました。 

町田市における今後の交通政策の方向性を示す重要な指針として、これらの施策により、

公共交通を中心とした移動環境の形成や利便性向上、都市機能との連携強化などを図りま

す。 

 

 

 

図 1-2 施策の全体像 

出典：町田市都市づくりのマスタープラン概要版 P18（2022 年 3月） 
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図 1-3 ３つの施策と取組の方向性 

出典：町田市都市づくりのマスタープラン概要版 P19（2022 年 3月） 
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(2) 町田市立地適正化計画【２０２６年３月策定】 

町田市は、「町田市立地適正化計画」を「「町田市都市づくりのマスタープラン」の一部と

して策定し、「「都市計画」分野における「コンテンツ編」に位置付けています。この計画で

は、まちづくりの方針の一つとして、「多摩都市モノレール町田方面延伸に伴う交通ネット

ワークの再編」を掲げています。 

また、「「町田市立地適正化計画」では、地域ごとの特性に応じた多様な土地利用の誘導を

図ることとしており、特に「再開発の機運が高まっている町田駅周辺」、「再生に向けた取

組が進む大規模団地」、および「延伸への期待が高まっている多摩都市モノレール沿線」に

ついては、今後のまちづくりを推進する上で重要なエリアとして位置付け、都市機能誘導

を図ることにしました。 

さらに、これらの取組と連動し、公共交通ネットワークの効率化が重要であるとし、拠

点間を結ぶ交通の強化や、地域の実情に応じた交通手段の導入を進めることで、持続可能

な交通体系構築に向けた方向性を示しました。 

 

 

 

図 1-4 公共交通ネットワークの効率化のイメージ 

出典：町田市立地適正化計画 P40（2026 年 3月） 
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(3) その他町田市の交通に関する計画 

町田市における交通ネットワークの強化や都市機能の向上と密接に関係し、今後の地域

公共交通のあり方や都市構造の形成に大きな影響を与えるものとして、以下のような計画

を位置付けています。 

 

■「多摩都市モノレール町田方面延伸」についての計画 

２０２１年１２月に延伸ルートが選定されました。その後、２０２４年３月には町田市

と多摩市の両市による構想として「モノレール沿線まちづくり構想」を策定し、現在は東

京都をはじめとする関係機関と連携しながら、事業の具体化に向けた協議を進めており、

早期の実現を目指しています。 

 

■「町田駅周辺開発」についての計画 

近年の開発機運の高まりや、多摩都市モノレール町田方面延伸、新たな拠点形成といっ

た背景を踏まえ、２０２４年６月に「町田駅周辺開発推進計画」を策定しました。「「町田駅

周辺開発推進計画」では、駅周辺における回遊性のさらなる向上を図るとともに、その効

果を中心市街地全体へと波及させることで、にぎわいと魅力のあるまちづくりの実現を目

指しています。 

 

 
 

図 1-5 多摩都市モノレール延伸に関する取組概要 

出典：町田市立地適正化計画の策定に向けた地域説明会（中間取りまとめ）P10（2024 年 12 月） 


